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「創立５５周年に向かって」 
施設長 太田徹 

 

 
昨年３月に群馬県で初めて新型コロナウイルス

感染者が確認されてから、子ども、職員の頑張り

により一人も感染者を出すことなく、新年度を迎

えることができました。ここまで来られたのも当

園を応援してくださる皆様のご支援、ご協力があ

ったからです。本当に感謝しています。３月２３

日に桐生市、みどり市は警戒度が２に引き下げら

れましたが、東京や他県では感染者数の下げ止ま

りや再び増加に転じ、第４波が来たと言われてい

る地域もあります。今後、ワクチン接種や治療薬

が開発されて新型コロナウイルス感染症が終息す

ることを願うばかりです。 

 コロナ禍で様々な出張や行事が中止になった代

わりに２つの新たな試みを実施できました。１つ

は ZOOM を活用し、リモートで関係機関と連携

を図ったことです。リモートは移動時間の削減、

感染対策などメリットが高いので今後も実施して

いきたいです。 

２つ目は職員からの思いを聞いたことです。話

をじっくり聞く中で私たちは子どもとの関わり方

だけでなく、社会人としての基本姿勢はもちろん

のこと、快適な生活が送れるような環境づくり、

チームワークへの意識、日常生活でも感染対策を

心掛けているか等、様々なスキルが求められるこ

とを感じました。職員の思いをしっかりと受け止

め、改めて職員の基本姿勢について確認し合いま

した。 

今年は１１月１日で創立５５周年を迎えますの

で、創立者の岸直枝先生の思いを振り返りたいと

思います。直枝先生は往診時、障害を持った女の

子が家の中に閉じ込められていたのを不憫に感

じ、天気の良い日にたくさん外で遊ばせてあげた

いという思いで昭和４１年に当園を作られまし

た。現在、私たちが子どもに関わることができる

のも直枝先生を始め、初代施設長の清水俊衣先生

を中心に先輩方が全力で子どもたちを守ってきた

からです。その歴史を胸に刻み、伝統を重んじつ

つ、時代に合わせた柔軟な施設運営に努めて参り

ます。まずは５５周年を目標において令和３年度

をスタートしていきます。 

 

 



 

 

新型コロナウイルス感染症がどんどん身

近なものになり、園の対策や備蓄品もいよ

いよ本格的になってきました。そこで、よ

り実践に近い状況での訓練を管理部・調理

部・指導部の全体で行うことになりました。

職員は通院役・受け入れ役に分かれ、子ど

も達にも感染児役として協力してもらいま

した。初めて身に付けるガウンやフェイス

シールドに苦戦しながらも何とか訓練を終

えました。そこで明らかになった沢山の課

題を一つひとつ潰して次の訓練に活かしま

す。頭では分かっていても、実際に動いて

みると上手くいかないことばかりで、訓練

を終えるごとに改善点や疑問点が出てきま

す。何度やっても《完璧》にはなりません。

不安は必ず残ります。しかし、だからこそ

訓練を繰り返す意義があるのだと考えてい

ます。訓練ではない「本番」がないことを

祈りつつ、“もしも”の動きを完璧に近づ

けるよう、職員一同が試行錯誤しています。 

 

医療係 宮﨑萌美・柿沼佳奈子 
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職員研修会 

 

４月１日、令和３年度の職員研修が行われました。今年度は保育士２名が新たに加わり、計

２７名で新年度を迎えました。開会式はプレイルームで子ども達と一緒に園歌を歌い、わたら

せ体操をしました。その後、会議室に移動し、野口理事長より辞令交付を受け、運営方針の確

認、医療分野のテストが行われ、今年度がスタートしました。 

令和３年度園内研修 

 今年度は、職員の資質向上の取り組みと

して、解法を調べ、解答を導き出す過程を

通して基礎的な力を養い、適切な情報の収

集・整理する力の向上に繋げます。 

 

児童発達支援管理責任者 新井元気 

 

コロナ感染症対策訓練 

ピアノ伴奏に合わせ園歌・わたらせ体操 野口理事長より辞令交付 
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〈児童作品〉 

＜新任職員挨拶＞ 

 

 

 今年度から保育士として勤めさ

せていただいております、山本で

す。何事も常にひたむきな姿勢を

忘れずに、日々子どもたちと向き

合っていきたいと考えておりま

す。私自身が子どもたちから多く

の事を学び、成長することができ

る環境です。様々な角度から働き

かけができたらと思います。まだ

まだ慣れない点が多く、ご迷惑を

おかけすると思いますが精一杯努

力しますのでご指導のほどよろし

くお願いいたします。   

 

保育士 山本 澪奈さん 

今年度から保育士としてお世話

になっております、羽鳥です。子

ども達と過ごす中でその笑顔から

日々たくさんの元気とパワーをも

らっています。パワフルな子ども

達に負けないよう、明るく元気に

一日一日を過ごしていきたいと思

います。まだまだ未熟でご迷惑を

おかけすることもたくさんあると

思いますが、子ども達と共に私自

身も成長していけるよう精一杯頑

張りますので、ご指導のほどよろ

しくお願いいたします。 

 

保育士 羽鳥 菜月さん 

退職者挨拶 

子ども達の「おはよう」「こんにちは」

の言葉から一日が始まり、キラキラした

笑顔で元気よく駆け寄ってきてくれるこ

とが当たり前だったので、もうそれがな

いと思うと少し寂しいです。たくさんの

子ども達に出逢い、毎日その笑顔に癒さ

れて一日があっという間に過ぎていきま

した。子ども達と真剣に向き合うことは

楽しいことだけでなく、時には苦戦する

こともありました。子ども達の成長を身

近で感じ、私自身も一緒に成長すること

ができました。これも共に過ごしてきた

子ども達、職員の皆様をはじめ、たくさん

の人に支えられていたからだと思い、深

く感謝しております。陰ながら皆様の幸

せを願っております。大変お世話になり

ました。 

 

児童指導員 落合 しおりさん 

（H２５．１１～R３．３） 

 

 

 

 

子ども達の成長を近くで見守り、共に

過ごした日々は笑顔で溢れ、とても充実

していました。時には気持ちがすれ違い、

子ども達への支援の難しさに悩むことも

ありました。それでも４年間全力で向き

合い、進み続けることができたのは、職員

の皆様の素敵なアドバイスや、子ども達

のキラキラした笑顔があったからだと思

います。たくさんの方に支えられ、貴重な

体験ができたこと、自分自身も成長させ

ていただけたこと、大変感謝しておりま

す。マスク越しでのお別れになってしま

いますが、子ども達の可愛い笑顔は忘れ

ません。この手で子ども達を抱きしめて

あげることはできませんが、離れた場所

から皆様の幸せを願っております。 

 

保育士 柏原 彩加さん 

（H２９．４～R３．３） 
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〈児童作品〉 

 ２月 3 日に、子ども達と一緒に裏山に

ある稲荷神社へお参りに行きました。油

揚げなどをお供えして、真剣な表情で「元

気に過ごすことができますように」とお

祈りをしてくれたようです。 

 園舎に戻り、初午についてのクイズを

行いました。お昼にはいなり寿司が出ま

した。 

〈児童作品〉 

 ３月３日はひな祭りのお祝いをしまし

た。おあつまりでは、絵本を読んで歌を歌

いました。 

 主役の女の子たちは、おあつまりの後

にお雛様の前で写真を撮りました。「私が

一番かわいいよ！」と満面の笑みです。夕

食のデザートにはカラフルなゼリーがで

て、とっても嬉しそうでした。 

〈児童作品〉 

〈児童作品〉 

 今年の節分は２月２日。２月３日でない

のは、３７年ぶりになります。職員が節分

にまつわる絵本の読み聞かせをしました。

「鬼のパンツ」を大きな声で歌った後は、

いよいよ豆まきです。「鬼は外！福は内！」

と言いながら元気よく豆まきを行ってい

ました。真剣な表情で「鬼をやっつけてや

る！」と話している子ども達を見て、逞し

く感じました。 

 夕食の時には、豆をイメージしたたまご

ボーロを美味しそうに食べていました。 



 

幼児さん達の様子 
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学童児が学校へ行っている間、幼児部の子ども達はお勉強をしたり、園庭へ出て遊ん

だりしています。元気いっぱいに遊ぶ子ども達。砂場でお山作り、穴掘り。また、トゲ

トゲのボールを使った感覚遊び、サッカー、フェンスや壁に向かって投げるなど、ボー

ル遊びも楽しんでいます。 

 コロナ禍により外出が難しい時なので、マスクをつける練習を行いました。幼児部

の子ども達はマスクをする機会があまりないので、興味津々です。「似合うかな？」

と言いながら、得意げな表情をしていました。 



〈児童作品〉 

〈児童作品〉 
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３月２２日 

幼児部修了式 

 今年度は１名の児童が幼児部を修了しまし

た。皆の前で背筋をピシッと伸ばして修了証

書を受け取る姿はお兄さんそのもの。 

 小学生として新しい学校生活を迎え、どの

ように過ごしていくのか、楽しみです。 

３月２４日 

卒 業 式 

 小学部６名、中学部３名の児童が卒業証書

をいただきました。卒業生全員が証書を立派

に受け取り、その姿は自信に満ち溢れていま

した。一つ、またひとつと成長していく姿を

見守っていきたいです。 

４月７日 

入 学 式 

 今年の春から小学部１名、中学部４名が新一年生となりました。緊張した面持ちの子ど

も達でしたが「かっこいいよ！」と声を掛けられると、にんまりとまんざらでもない表情

を浮かべ、とっても嬉しそうにしていました。 

 ４月からは新しい生活がはじまるとともに、色々な“初めて”がてんこ盛りです。たく

さんのことを学び、吸収し、成長していく新入生のこれからが、楽しみでなりません。 

 
お勉強頑張るぞ！ 

応援してください！ 

〈児童作品〉 
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 リモート研修は、リラックスした環境で参加で

きるということもあり、自分の意見を発言しやす

いと感じました。また、画面越しなので参加者を

一人ひとり見ることができました。 

長谷川 綾子 

虐待防止についてのリモート研修に参加をしま

した。発言者や参加者一人ひとりの顔や表情など

が間近で見ることが出来て、グループワークなど

がしやすく、現地や会場に出向く必要がない為参

加しやすいと感じました。また機会があれば参加

させていただきたいと思いました。 

柿田 圭介 
 

しゃぼんだまふわり 

リモート研修 
１月 

２８ 令和２年度障害者虐待防止権利擁護研修 (柿田) 

   (一般職員ｺｰｽ) 

２９ 令和２年度施設長部会 (太田) 

２月 

 １ 令和２年度障害者虐待防止権利擁護研修 (森村) 

   (一般職員ｺｰｽ) 

 ２ 令和２年度障害者虐待防止権利擁護研修 (長谷川) 

(管理者･虐待防止ﾏﾈｰｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ管理責任者ｺｰｽ) 

３月 

 １ 令和２年度福祉施設等ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ対象研修 (柿沼) 

１０ 令和２年度事務部会 (太田、久保田) 

～リモート研修に参加して～ 

新型コロナウイルス感染防止のための自粛

ムードの中、２度目の春がやってきました。相

変わらず子ども達には公園やショッピングモ

ールへの外出は我慢してもらっていますが「そ

んなこと関係ない！」というように、毎日を全

力で過ごしてくれています。子ども達には、申

し訳なさとありがたさでいっぱいです。 

段々と暖かくなってきて「もう掛け布団いら

ないね」「半袖いつ出すの？」と声を掛けられ

ることが多くなってきました。しかし、朝晩は

冷え込むので「いやいや、半袖はまだ早いよ」

と答えている後ろを半袖の男性職員が通りか

かり「でも○○さんは半袖だよ！」と言われ、

職員同士で「…なんかごめん」「いえいえ…」

となる場面もありました。 ポカポカの園庭で

の過ごし方はそれぞれ個性が出ていて、地面に

寝転び芝生だらけになっている子、砂場でのん

びりおままごとをしている子、一心不乱にブラ

ンコを漕いでいる子、音楽に合わせダンスをす

る子と様々です。また、春眠暁を覚えず…とい

った具合に、園舎内でパタリと倒れ眠っている

子もいます。そんな中、落ちてくる桜の花びら

をキャッチしようと目をキラキラさせて空を

見上げている子ども達は、私達職員にとって春

の風物詩の一つとなっています。まるで狙った

かのように頭のてっぺんに花びらを乗せて「取

れないや～」と笑う姿には思わずキュンとして

しまいます。 

 新しい環境に胸を弾ませる、好奇心でいっぱ

いな子ども達からエネルギーを分けてもらい

つつ、わたらせ養護園の令和３年度がスタート

しました。元気いっぱいのままゴールまで駆け

抜けていきますので、あたたかく見守っていた

だきたいと思います。 

「キラキラの春」 

児童指導員 柿沼 佳奈子 

 今回、虐待防止についての研修をリモートで受

けさせていただきました。他施設の職員の方々と

グループワークで話し合い、利用者への支援につ

いて沢山学ぶことができました。私自身、リモー

ト研修は初めてでしたが、離れた場所でも円滑に

グループワークを進めることができ、とても利便

性が高いと感じました。 

森村 比奈 

 「リモート研修でのグループワークってどんな

感じ？」と不安に思っていましたが、時間内に結

論を出さないと終了になってしまうこともあり、

顔を合わせて話すよりテンポよく話し合いが進ん

だように感じました。初めこそ緊張しましたが、

“いつもの場所”に居ながら研修が受けられるこ

とに安心感もありました。あまり行かない場所

で、初めて会う大勢の人たちに囲まれる緊張感の

ある研修も良いですが、何となくストレスを感じ

てしまうことも多かったように思います。交通事

故や思わぬハプニングのリスクも少ないことを考

えると、たくさんメリットがあると感じました。 

柿沼 佳奈子 

https://illust-stock.com/wp-content/uploads/taiyou.png
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後援会の加入は年間を通じて受け付けています。事務局迄ご連絡下さい。    

会費・特別会費１年１口 10,000 円 

個人会費１年１口 1,000 円(できましたら２口以上お願いします。) 

事務局 〒376-0131 桐生市新里町奥沢５９-１ わたらせ養護園内 

わたらせ養護園後援会  TEL 0277-74-0343 

ボランティア 
団体 縫製 八の会さん(２/１６・３/２３) 

 

実習 
新規採用職員実習  

羽鳥 菜月さん(３/１８～３/２５) 

山本 澪奈さん(３/１８～３/２５) 

編集後記 

新型コロナウイルス感染症の流行から、も

うすぐ１年半が経とうとしています。子ど

も達は、感染症対策にすっかり慣れ、日々

の生活の中に上手に取り込んで、毎日元気

いっぱいに過ごしてくれています。ドライ

ブや園庭遊び等、出来ることが限られてい

る中で、子ども達の笑顔を絶やさぬよう、

一瞬一瞬を大切にしていきたいです。 

令和２年度も皆様よりあたたかいご支援をいただき、わたらせ養護園に大きな援助をすることができ

ましたこと、心より感謝申し上げます。 

昨年度の会員状況を報告します。継続会員の方１８９名、新会員の方７名、復活会員の方１５名、増

額会員の方７名でした。ありがとうございました。令和３年度を迎えましたが、新型コロナウイルス感

染の拡大が収まらず、まだまだ気の抜けない緊張の日々を過ごしています。昨年度はほとんどの行事が

縮小や中止となりましたが、今も変わらぬ状況の中、感染症対策を今一度確認し、子ども達が元気に楽

しく生活できるよう創意工夫し取り組んでいきたいと思っております。 

また、皆様から届く振替用紙の通信欄のお便りに職員一同励まされ楽しみにしております。 

本年度も皆様の情報交換の場として、又皆様の日常の様子などお便りお待ちしております。 

(後援会事務局) 

ありがとうございます 
(令和 3 年 1 月 1 日～令和 3 年 4 月 30 日現在) 

 

ご寄付（敬称略、順不同） 
岸泰宏（東京都）岸厚次（千葉県）寺田道子 

ＤｒｅａｍＶｏｉｃｅｓ、吉田美恵子（桐生市） 

 

ご寄贈（敬称略、順不同） 
五味渕勇一（栃木県）カーブス（前橋市） 

株式会社原田ガトーフェスタハラダ（高崎市） 

須藤亘（伊勢崎市）田村友莉香（邑楽郡） 

鈴木雅也、浄運寺、諏訪歯科医院（桐生市） 

松﨑靖、小林米穀店、大磯敦子 

大間々ライオンズクラブ（みどり市） 

わたらせ養護園後援会だより 

1 年を通してシルバー人材センターから派

遣された方に、当園敷地内の草刈りや木の

剪定等の環境整備をしていただいていま

す。いつも元気に作業されているので、私た

ち職員も元気をいただいています。 


